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P－3・高齢者の細胞性免疫能におけるNK細胞活性
　　　の検討（第一報）
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Rr－PCR法を用いた前立腺癌患者の血中
Prostatic　Specific　AntigenのmRNAの検出
（泌尿器科）○伊藤貴章，大久保雄平，尾山博
　　　　　則，吉川　慎一，三木　誠
【目的】一般的に細胞性免疫能が低下すると、腫
瘍ないし癌の発生率が増すと言われている。また
腫瘍細胞は種々の免疫機構により体から排除され
るが、中でもNK細胞は大部分の腫瘍細胞を破壊す
ると考えられている。しかし高齢者のNK細胞活
性についてはほとんど検討されていない。そこで、
今回我々は高齢者において、腫瘍性疾患及び非腫
瘍性疾患の患者のNK細胞活性について比較検討し
た。
【方法】対象は、腫瘍性疾患の患者（T群）5名
（男3名、女2名、平均年齢80．4歳）と非腫瘍性
疾患の患者（C群）11名（男5名、女6名、平均
年齢81．3歳）の計16名。各々について、T細胞、
B細胞、CD3、CD4、　CD8、　CD4／CD8、　IL－2
産生能、CD161CD56、　CD571CD16、　NK：細胞活
性を測定した。
【結果】T細胞、B細胞、　CD3、　CD4、　CD41CD8、
CD16！CD56、　CD57／CD16、　IL－2産生能には、
平群の間に有意な差はなかったが、C群に比べT
群において、NK細胞活性は有意に高く（p〈0．05）、
またCD8は高い傾向（p〈0．1）を示した。
【考察】本研究では、T細胞のリンパ球に占める
割合は両群で共に増加したが、これは細胞性免疫
能が上昇したためではなく、各種疾患におけるB
細胞のリンパ球に占める割合の減少、及びT群で
のサプレッサーT細胞や細胞障害性T細胞（キラ
ーT細胞）の増加が影響を及ぼしたためと考えら
れた。
【結論】高齢者の細胞性免疫能において、特に
NK細胞活性を調べることは、腫瘍性疾患の存在を
知るのに有効であると考えられた。
【目的】PSAなど腫瘍マーカーの発達によりstage　B，　C
といった手術適応症例が増加してきたが，外科的切除
断端に癌細胞が陽性であったり，リンパ節転移が陽性
であったりして術前の画像診断がunder　stagi㎎であ
ることが30－40％の例に見られる．このような例をで
きるだけ減らすため，最近PCR法を用いて前立腺癌患
者の末梢血よりPSAのmRNAを検出し，病期診断に役
立てようという報告がいくつかされている．今回われ
われは，前立腺癌患者の末梢血中よりPSAのmRNAの
検出を試み，病期診断に役立てるとともに前立腺癌D2
症例の再燃癌の診断に利用しその有用性につき検討し
た．　【対象及び方法】未治療前立腺癌患者29例，治療
中前立腺癌患者14例を対象とした．対照としてBPH5
例，健常男性1例，女性1例にも行った．末梢血より
リンパ球分画を分離したのち，フェノール／クロロホ
ルム抽出によりRNAを抽出し，　RT反応後にNested－
PCRを行った．　PCR産物を電気泳動し，エチジウムブ
ロマイドでバンドを検出し判定．PCR産物はダイレク
トシークエンスを行い，PSAであることを確認した．
【結果】未治療前立腺癌症例において臨床病期Bでは
7令すべて陰性．Cでは陽性8例，陰性7例．　D1の1
例は陰性．D2では陽性4例，陰性2例．対照のBPH
5例，正常若年者1例，女性1例はすべて陰性であっ
た．neoadUuvant施行症例5例（臨床病期C：3例，　B：
2例）では，治療前陽性であった3例中の2例で陰性
化し，計4例の陰性例の病理所見はpT2であった．
neoa（加vant療法施行前後で陽性であった1例はpT　3
であった．治野中前立腺癌D2症例では，再燃例4例全
例で陽性，非再燃例4例全例で陰性であった．　【考察】
本法は女性，正常者ではもちろんBPH例において陰性
であり，特異度の高い検査で，病期診断や手術の適応
症例を判定する際の有用な手段となる可能性が示唆さ
れた．neoa（加vant療法の効果判定や臨床病期Dにお
ける再燃癌と非再燃癌の診断にたいする有用性が示唆
され，有効な予後因子となる可能性が示唆された．
（11）
